
今月の学習会報告 ～ CE室 編～

1. チーム連携の重要性
2. 手技・準備の標準化
3. 想定外への対応力
4. 振り返りの価値

シミュレーションそのものより、
振り返りが最も成長を促す時間だと感じ
ています。

まなmemo

急性心筋梗塞や心原生ｼｮｯｸなど、時間との勝負となる
症例に迅速かつ確実に対応するため、緊急カテーテル
対応力の底上げが必要と感じていました。

学び

年2回以上の開催を目標に掲げより実践的で質の高いｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに発展さ
せていきたいと考えています。
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開催の経緯

抱負

今月は「会議」について

➢ あなたは会議において、どんな過ごし方、振る舞いをしていますか？

➢ 会議がうまくいく、１つのスキルとしてファシリテーションが大切と言われてい

ます。会議をうまく進めたい方には「会議の教科書」がおすすめです。学びた

い方はぜひ読んでみてください。

➢ 今回は進め方ではなく、印象的だった会議で黙っている人の5分類を抜粋し

ます。みなさんはよく話す側ですか？ それとも黙っている側ですか？

➢ みんなが積極的に参加できる会議にしたいですね。

☆会議で黙っている人の5分類
A)議論についていけない
B)何かモヤモヤして思いがあるが、まとまっていない
C)言いたいことはあるが、遠慮している
D)他の人と同じ意見なので、わざわざ発言しなくてもよいと考えている
E)そもそも今回の議論に興味がない


